偏光顕微鏡をのぞいてみよう！
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奈良教育大学附属中学校　今辻美恵子
科学部

１．参加者へのメッセージ

奈良県は、中央構造線を県中央部に持ち、多くの種類の岩石に恵まれた、地質学的には絶好の位置にあります。そして岩石たちは、顕微鏡で観ると肉眼とは全く違ったようすを見せてくれます。何とも言えない不思議な顕微鏡の世界を楽しんでください。
２．用意するもの
　　偏光顕微鏡　光源　　プレパラート
　　　　　三笠山安山岩　偏光板が１枚　　　　　　三笠山安山岩　偏光板が２枚
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３．観察のしかた

　　・岩石観察に使う顕微鏡は、偏光顕微鏡という、偏光板を組み込んだ顕微鏡です。
　　　偏光板を１枚入れて観るときと２枚入れて観るときでは、標本の見え方が違います。偏光板を入れたり、ステージを回転させたりして、鉱物の見え方の変化を見ましょう。

４．わかること

　　偏光板は、特定方向の光だけを通す板です。２枚の偏光板を９０度にクロスさせると全ての光が遮断されることもあります。でも、そんな時でも光が鉱物の粒に当たって屈折すると光が見えます。偏光顕微鏡は鉱物による屈折のしかたの違いをうまく利用した顕微鏡です。この顕微鏡を使うと岩石による組織の違いや含まれる鉱物を見分けることができます。
５．観察・実習上の注意

　　顕微鏡の使い方は、少し難しいかもしれません。説明をしっかり聞くといいです。
６．検索キーワード

　　偏光顕微鏡　参考「奈良県地学情報ボックス」平成９年奈良県地学教育研究会
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